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平成 28 年度全国学力・学習状況調査における山口市の結果概要について 

 

山口市教育委員会 

１ 調査の概要 

 

 

（１）目的 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学

力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証して、その改善を

図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査期日   平成２８年４月１９日（火） 

 

（３）調査対象   小学校第６学年児童 

          中学校第３学年生徒 

 

（４）調査の内容 

 

①  教科に関する調査（国語、算数・数学） 

・主として「知識」に関する問題 

・主として「活用」に関する問題 

 

・国語Ａ、算数・数学Ａ：主として「知識」に関する問題を中心とした出題 

・国語Ｂ、算数・数学Ｂ：主として「活用」に関する問題を中心とした出題 

 

② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙） 

イ 学校に対する調査（学校質問紙） 
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２ 教科に関する結果 

 

本市と全国の各教科平均正答率との比較 

 

・全国の平均正答率を１００として、各教科における本市の結果をグラフで表していま

す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出題された問題の内容～成果と課題～ 

 

・各教科の調査問題※ 

 において、「正答率が高かった問題（○）」「課題の見られる問題

（▼）」について、山口市の傾向や授業改善の視点などをまとめています。 

Ａは主として「知識」に関する問題、Ｂは主として「活用」に関する問題です。 

 

※調査問題の詳細は、国立教育政策研究所の「平成２８年度全国学力・学習状況調査

の調査問題について」（http://www.nier.go.jp/16chousa/16chousa.htm）で閲覧す

ることができます。 

 

 

○各学校や児童生徒の日々の取組の成果として、小学校・中学校ともに、全ての

教科において全国平均正答率を上回る結果となっています。 

○小学校・中学校ともに国語、算数・数学の問題Ｂにおいて、平均正答率の全国

比が、１０５を上回る結果となっています。 
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（１）小学校の成果と課題 

【小学校 国語Ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答率 99.0％】 

【正答率 82.9％】 

（正答）２ ちょきん 

３ はぶ（く） 

 

（正答）４ 

○【山田さんのグ

ループの希望】と

【南町公園案内

図】及び【パンフ

レットの一部】を

関係付けて読み、

条件にあてはまる

ものを選ぶことが

できていました。 

○漢字を正しく読むこと 

○目的に応じて、図と表を関係付けて読むこと         【正答率 93.9％】 

 

１ 

 

一 
 
 
 

の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
て
い
ね
い

に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

○第５学年までに配当されて

いる漢字を正しく読むことが

できていました。 
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【小学校国語Ａ】では、「ローマ字を読んだり書いたりすること」に課題が見られました。

ローマ字表記が添えられた案内板等の日常生活や、様々な教科等でのコンピュータを使っ

た学習と関連付けて、ローマ字学習に必要感を感じるような指導の工夫が必要です。 

（正答）ringo 

▼ローマ字で書いたり読んだりすること 

（正答）asatte 

（正答）ひゃく 

【正答率 55.9％】 

【正答率 52.5％】 

【正答率 55.3％】 

▼ローマ字表記は生活の中でたくさん使用されて

いますが、児童が書いたり読んだりすることにあま

りつながっていないようです。促音、拗音、撥音に

ついても、音声と関係付けながら規則性があること

に気付かせる指導が必要です。 
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【小学校 国語Ｂ】 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 

谷
口
さ
ん
は
、
【
資
料
２
】
を
読
み
、
坂
下
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
し
て
パ
ン
職
人
に
な
っ
た
の

か
を
【資
料
１
】
の<

パ
ン
職
人
へ
の
道>

に
当
て
は
め
て
確
か
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

（
問
い
） 

パ
ン
職
人
の
坂
下
さ
ん
は
、
【
資
料
１
】
に
付
け
ら
れ
た
①
か
ら
⑥
ま
で
の
番
号
を

使
う
と
、
ど
の
順
番
で
パ
ン
職
人
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
か
。
そ
の
順
番
と
し
て
最
も
適

切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し

ょ
う
。 

 

１ 

①
→
⑤
→
⑥ 

２ 

①
→
②
→
⑤
→
⑥ 

３ 

①
→
②
→
④
→
⑤
→
⑥ 

４ 

①
→
②
→
③
→
④
→
⑤
→
⑥ 

５ 

①
→
②
→
③
→
⑤
→
⑥ （正答）３ 

○【資料２】の「どのようにして、

パン職人になったのですか。」と

いう質問に対する答えと、【資料

１】の<パン職人への道>における

番号とを関係付けて読み、正答の

選択肢３を選ぶことができてい

ました。 

○目的に応じて、本や文章を比べて読むこと           【正答率 82.3％】 
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【小学校国語Ｂ】では、「書くこと」の領域に課題が見られました。資料について自分の

考えを的確に記述するためには、資料から特徴を捉えたり関係付けて考えたりして、正し

く読み取る必要があります。また、概略を示す言葉や比較を示す言葉など言葉を効果的に

使い分ける指導や、考えが明確に伝わるような文章構成を考える指導も必要です。こうし

た内容について、各学年で系統的に指導を重ねることが求められます。 

一 

高
野
さ
ん
は
、
「１ 

成
果
」に
つ
い
て<

図
１>

を
用
い
て
書

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。  

 

Ａ 

の
中
に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号

を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

１ 

五
月
の
結
果
を
下
回
り
、
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
な

り 

ま
し
た 

２ 

五
月
の
結
果
よ
り
減
り
、
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
な

り 

ま
し
た 

３ 

五
月
の
結
果
よ
り
増
え
、
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
ま
し

た 

４ 

五
月
の
結
果
を
上
回
り
、
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
な
り

ま 

し
た 

▼誤答として、選択肢１を選んだ児童

が約 30％、選択肢２を選んだ児童が約

15％でした。「１ 成果」における「分

かったこと」の文章内容と、〈図１〉の

グラフにおける「夜十時までにねる人

の割合の変化」の情報とを関連付けて

考えることに課題が見られました。 

（正答）３ 

▼グラフを基に、分かったことを的確に書くこと          【正答率 44.1％】 
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【小学校 算数Ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

                               

 

                            

                     

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

３  

（1） 下の①と②について、それぞれの２つ

の数の大小を比べて、□に入る不等号を

解答用紙に書きましょう。 

【正答率 91.3％】 

（正答） ＞ 

 

＜ 

○整数、小数、分数を含む四則計算をすること 

○不等号を正しく用いること                  【正答率 97.2％】 

 

（正答）８９７ 

２ 次の計算をしましょう。 

【正答率 89.3％】 

【正答率 87.3％】 

【正答率 82.7％】 （正答）４．９５ 

（正答）２０ 

（正答）
２

３
 

○繰り下がり、位をそろえての計算、小数の除法、

分数の乗法や約分などの計算ができていました。 

○不等号を用いた数の大小の表し方が理解

できていました。 
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【小学校算数Ａ】では、割合の意味を理解することに課題が見られました。示された情報か

ら、基準量、比較量、割合を正しく捉えることが大切です。割合が用いられている場面につ

いて数直線を用いて表現する等、割合の意味を理解するための指導の工夫が必要です。 

９ 

（正答） ア １００ 

イ １２０ 

▼基準量（もとにする数）が「定員」である

ことから、アには 100 が入ると判断できま

す。しかし、「乗っている人数」を基準量と

考えてしまいイを 100％、アを 80％とする

誤答が約 15％ありました。 

▼１を超える割合を百分率で表す場合において、基準量と比較量を理解すること 

【正答率 47.2％】 
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【小学校 算数Ｂ】 

 

         

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２（３） 

（正答）ア  ８ イ １０ ウ ８０ 

またはア １０ イ  ８ ウ ８０ 

（正答の条件） 

0.4や 0.3が、ハードル１台

を越えるためにかかる時間で

あることを書いている。 

▼ハードル走の場面と関連

付けて式の意味を解釈する

ことが必要です。誤答とし

て約 40％の児童が、0.4 や

0.3 の意味を明確には書く

ことができませんでした。 

○示された条件を基にほかの正方形について検討し、同じきまりが成り立つかを調べ

ること                          【正答率 94.0％】 
 

▼示された式の中の数値の意味を解釈し、それを記述すること   【正答率 16.2％】 

○よし子さんの調べ方を理解し、

同じきまりが成り立つかを調べ

ることができていました。 
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【小学校算数Ｂ】では、示された情報と関連させて式の意味を解釈し、説明することに課

題が見られました。授業において、児童が式の意味を解釈し説明し合う活動を設定し、「な

ぜ～をひくことにしたのか」等、条件に合った言葉を適切に用いて数値や式の意味を明確

にしていく必要があります。示された情報と関連させて式の意味を説明する指導の工夫を、

低学年から重ねていくことが重要です。 

（正答の条件） 

次の①②③を全て書いている。 

① 360度が、1回転した角の大きさを表していること 

② 120が、○イの角の大きさを表していること 

③ 被除数は除数のいくつ分かを計算している式であること 

▼示された除法の式を、並べてできた形と関連付け、角の大きさを基に、式の意味の

説明を記述すること                     【正答率 7.0％】 

▼誤答として約 20％の

児童が、正答の条件の①

と②は書いているが、③

を書いていませんでし

た。360 と 120 の「数の

意味」は書いていたが、

360÷120 の「式の意味」

を書いていなかったと

いうことになります。 



11 

 

（２）中学校の成果と課題 

【中学校 国語Ａ】 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                   

                                

                                

 

９ 二   線部の漢字の正しい読みを

ひらがなでていねいに書きなさい。 

１ 封筒を開ける 

２ 長年の努力が報われた 

３ 目上の人を敬う 

（正答の条件） 

次の条件を満たして解答

している。 

①相手の状況を気遣う内

容を書いている。 

②相手や場に応じた言葉

遣いで書いている。 

（正答） 

ふうとう 

むく（われた） 

うやま（う） 

○相手や場に応じた言葉遣いなどに気を付けて話すこと      【正答率 95.0％】 

 

○文脈に即して漢字を正しく読むこと 

【正答率 98.6％】

【正答率 94.6％】

【正答率 82.9％】 

○正答例は、「今、お時間

はありますか。」「このま

まお話ししてもよろしい

ですか。」などです。相手

の状況や場に応じた言葉

遣いを考えることができ

ていました。 
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                            ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校国語Ａ】では、文字の大きさ、配列等を意識して書くことに課題が見られました。

書写の学習では、改善点を具体的に示して見直す活動の充実が必要です。また、社会生活

の中で見られる文字の大きさや配列の工夫について取り上げ、目的に応じて効果的に書く

ことへの意識を高めることが大切です。 

（正答） ２と５ 

▼【Ａ】と【Ｂ】を比べると、「想」という文字の字形を整えたり、用

紙の大きさと文字数の関係に注意したりして書き直していることが分

かるので、正答は選択肢「２」と「５」になります。書き直したもの

を見て、改善点の説明と結びつけることがあまりできませんでした。 

▼文字の形や大きさ、配列に注意して書くこと          【正答率 30.4％】 
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【中学校 国語Ｂ】 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 

【
博
物
館
の
ち
ら
し
（
裏
）
】
に
あ
る
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
「～
職
人
の
技
を
見
て
み

よ
う
～
」に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
付
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の

１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

１ 

二
〇
一
六
年
五
月
二
十
一
日 

２ 

二
〇
一
六
年
五
月
二
十
二
日 

３ 

二
〇
一
六
年
五
月
二
十
三
日 

４ 

二
〇
一
六
年
五
月
二
十
四
日 

（正答） ２ 

○目的に応じて必要な情報を読み取ること             【正答率 87.1％】 

 

○【博物館のちらし（表）】

と【博物館のちらし（裏）】

から必要な情報を選び、それ

らを関連付けて読み取るこ

とができていました。 
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三 

高
橋
さ
ん
は
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
、
学
校
図
書
館

で
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
な
た
な
ら
、
自
分
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
、
学
校
図
書

館
で
ど
の
よ
う
に
調
べ
ま
す
か
。
次
の
ア
、
イ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
書

き
な
さ
い
。
な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
簡
に
書

き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

 

ア 

【
雑
誌
の
記
事
】
を
読
ん
で
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
あ
な
た
が
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
を
、
「な
ぜ
」、
「ど
の
よ
う
な
（に
）」、
「
ど
の
く
ら
い
」と
い
う
言
葉
の
い
ず
れ
か
を
使
っ

て
、
二
十
字
以
上
、
四
十
字
以
内
で
一
つ
書
き
な
さ
い
。 

イ 

ア
に
つ
い
て
学
校
図
書
館
で
調
べ
る
場
合
、
必
要
な
本
を
ど
の
よ
う
に
探
し
ま
す
か
。
本

の
探
し
方
を
二
つ
書
き
な
さ
い
。 

（正答の条件） 次の①②③を満たしている。 

① アに、【雑誌の記事】を読んで「宇宙エレベーター」

について疑問に思ったことを一つ書いている。 

② アに、「なぜ」、「どのような（に）」、「どのくらい」

という言葉のいずれかを使って、二十字以上、四十

字以内で書いている。 

③ イに、必要な本の探し方を二つ書いている。 

▼誤答として約 30％の生徒が、条件①、②は

満たしても、条件③を満たしていませんでし

た。探し方の正答例としては、「司書の先生に

自分の疑問を説明し、本を紹介してもらう。」

「図書の分類に従って、自然科学に関係する

本が置いてある棚に行く。」などがあります。 

▼資料内容から新たな課題を見いだし、それに応じた情報の収集方法を考えること 

【正答率 54.0％】 

 

 

【中学校国語Ｂ】では、資料を読んで新たな疑問を

もち、解決へ向けて情報収集の方法を考えることに

課題が見られました。情報通信ネットワークや新聞

等を活用したり学校図書館等を活用したりして情

報収集する際には、適切な収集方法や収集した情報

の適否について指導することが大切です。 
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【中学校 数学Ａ】 

 

      

 

  １（３） －３＋（－７）を計算しなさい。    

 

                                  【正答率 92.7％】 

  ２（２） （２ｘ＋５ｙ）＋３（ｘ―２ｙ）を計算しなさい。  

 

    【正答率 86.0％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

（正答） ５ｘ―ｙ 

（正答） ｘ－ｙ＝３ 

 または ２ｘ＋ｙ＝ｘ－ｙ 

○正の数と負の数の加法や、文字式の加法と減法の計算をすること 

 

（正答） ―１０  

○２つの等号で結ばれている方程式が表す関係を読み取り、２つの二元一次方程式で

表すこと                           【正答率 90.7％】 

 

○２ｘ＋ｙ＝３、ｘ－ｙ＝３、２ｘ＋ｙ＝ｘ－ｙ

がそれぞれ成り立つときには、そのうちの２つの

式で連立方程式をつくることができるということ

を理解できていました。 

○計算のきまりや法則を使って、

正しく計算できていました。 
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【中学校数学Ａ】では、関数領域において表、式、グラフを関連付けて理解することにつ

いて課題が見られました。増加量等を具体的に確かめたり、グラフを活用して表や式との

関係を視覚的に捉えたりする活動の充実が求められます。 

９ 

（正答） ｙ＝
１２

ｘ
 

▼比例の式を解答している誤答が多くありました。反比

例を式やグラフで表すことについて、課題があると考え

られます。反比例は、ｘとｙの積が一定の値ａになるこ

とやｙ= 
ａ

ｘ
という式で表されること、そして、反比例のグ

ラフの特徴を確認することなどが大切です。 

 

 

▼反比例のグラフ上の座標から、ｘとｙの関係を式で表すこと    【正答率 36.1％】 
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【中学校 数学Ｂ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正答の条件） 

イを選択し、次の（a）または（b）または

（c）について記述している。 

(a) ｙ＝３６/ｘと表されるから。 

(b) ｘとｙの積が３６で一定だから。 

(c) ｘの値が２倍になると、ｙの値は 1/2

倍になるから。 

（正答） ６（分） 

○与えられた情報から、全

部で３試合あること、各試

合が１６分であること、休

憩が２回あること等、必要

な情報を選択して求めるこ

とができていました。 

▼イを選択し、（正答の条件）にあるような「ｙは

ｘに反比例する」という条件を生かした説明理由

が必要です。約 50％の生徒は、イを選択しても適

切な理由が書けませんでした。 

○与えられた情報から必要な情報を適切に選択し、処理すること   【正答率 81.6％】 

 

 

▼前提条件が不足している場合に、加えるべき条件を判断し、理由を説明すること 

【正答率 22.7％】 

 

 

 



18 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正答の条件） 

次の（a）、（b）または（a）、

（c）について記述している。 

(a) 手順通りに求めた数を基

にすること。 

(b) １０をひいて５でわるこ 

と。 

(c) ５でわって２をひくこと。 

▼約 40％の生徒が無記入と

なっていました。正答例とし

ては「手順通り求めた数から

１０をひいて５でわる。」「手

順通り求めた数を５でわって

２をひく」などが考えられま

す。 

約 40％の生徒が無記入とな

っていました。 

▼与えられた式を用いて問題を解決する方法を数学的に説明すること【正答率 15.3％】 

 

 

【中学校数学Ｂ】では、問題解決の方法を順序立てて説明することに課題が見られました。

何をどのように用いたかを明確にし、事柄が成り立つ理由を筋道立てて考えて、説明でき

るようにする指導の充実が求められます。 
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（３）成果を上げた取組の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○嘉川小学校…独自の分析シートを作成し、平均正答率を基に「経年比較」と「前

年度の同学年との比較」により、得意分野・不得意分野を明確にしています。課

題を克服するための具体的な取組計画を作成し、教員全体で検討することによっ

て、取組をさらに充実しようと努めています。 

○湯田小学校…学力向上推進教員を計画的に各学級に配置し、授業づくりの研修を

活性化させて授業力向上に努めています。また、算数の少人数指導や中学校の数

学教員が参画した指導により、児童の実態に応じた支援を進めています。朝学の

時間にやまぐち学習支援プログラム等を活用し、補充学習を重ねています。 

○鋳銭司小学校…ＩＣＴ機器活用の研修を進め、タブレット端末と電子黒板を活用

して、教材の拡大提示をしたり児童の考えを視覚化したりすることによって、児

童の学習意欲や表現力の向上に努めています。 

○大歳小学校…みんなが「わかった・できた」と喜びを分かち合える授業を求め、

様々な立場の教員がけん引役となって、研修の活性化を図っています。放課後に

は研修室や職員室等において、学力向上推進リーダーを中心に授業づくりに関す

る自主的な研修を行うことによって、日常授業の充実につなげています。 

○川西中学校…めあての提示と振り返りを大切にした授業づくりを全校で進めて

います。授業の振り返りの時間を設け、生徒一人ひとりが学びのプロセスを意識

できるようにするとともに、生徒の振り返りをもとにして教員が授業改善へつな

げることを重視しています。 

○大殿中学校…･学校全体で「自分の考えを適切に伝えられる生徒の育成」をテー

マに授業づくりを行っています。学習を進める上で、課題設定の工夫をしたり、

相互に学び合いのある学習場面を効果的に設定したりすることによって、思考の

明確化や表現への意欲向上を図っています。 

○その他にも次のような取組が広がっています。 

・関連性の意識…課題となっている「国語の文章表現力」や「算数の割合」につい

て、全学年の指導内容の関連性を一覧にまとめ、相互の関係を意識しながら実践

し、評価・改善を重ねて、学校全体としての取組につなげています。 

・体験活動の充実…社会や自然、様々な立場の人と直接的に関わる体験活動を重視

し、自分なりの思いや願いをもって学習に向かうようにしています。 

・家庭学習の充実…自主学習ノートの展覧会を開く等、よりよい自主学習を紹介す

る場を設定し、家庭学習の充実へ向けて全校体制で指導しています。 

・積極的な読書…朝の読書時間を全校で継続的に設定し、図書室による取組とも連

携することによって、読書の楽しさを実感させ、積極性を高めています。 
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３ 生活習慣や学習環境等の結果 

質問に対して「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」という肯定的な回答

を全国と比較し、本市の小・中学生の「望ましい状況（○）」と「課題の見られる状

況（▼）」をまとめています。 

※ ５つの視点を活用した授業づくり：〈安心・安全〉、〈課題設定〉、〈ルール〉、〈コミュニケーショ

ン〉、〈達成感〉の５つの視点を、日常の授業づくりに生かしていく取組のことです。 

 

山口市教育委員会は、今年度の成果と課題を踏まえ、日常的な学校訪問によって各学

校の実態に応じたきめ細かな指導助言と支援を継続することで、児童・生徒の学力の向

上と望ましい学習習慣の定着を図っていきます。 

○「朝食を毎日食べている」「毎日同じくらいの時刻に起きている」と回答した

児童生徒の割合は 90%以上です。規則正しい生活習慣に関して、望ましい状

況が引き続き見られます。 

○「学校のきまり・規則を守っている」「いじめはどんな理由があってもいけな

い」と回答した児童生徒の割合は、それぞれ約 95％です。人権意識や規範意

識が高く、今後も教育活動全体を通じた心の教育の推進を継続していきます。 

○「授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されている」「授業で話し合い活動

をよく行っている」「振り返る活動をよく行っている」「ノートにまとめを書

いている」と感じている児童生徒の割合が、全国と比較してかなり高くなっ

ています。めあての提示やコミュニケーション活動の充実、達成感を味わう

活動など、※５つの視点を活用した授業づくりが浸透しているといえます。

今後も、児童生徒が安心して学習に取り組むことができる環境を整え、さら

に授業改善を進めていきます。 

○「先生は自分のよいところを認めていると思う」と回答した児童生徒は 80％

以上で、全国と比較しても高くなっています。また、「先生は、授業やテスト

で間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えてく

れる」と回答した児童生徒も、全国と比較して高くなっています。今後もよ

り一層、児童生徒のよさや頑張りを細やかに見つめ、支援していきます。 

○「住んでいる地域の行事に参加している」「地域や社会で起こっている問題や

出来事に関心がある」と回答した児童生徒の割合が、全国と比較して高くな

っています。地域ぐるみで子どもを育てるコミュニティ・スクールの取組が、

地域社会に関わろうとする子どもの意識を高めているといえます。 

▼「新聞を読んでいる」と回答した児童生徒の割合は、全国と比較して高いで

すが「週 1 回以上読んでいる」割合は 25％程度です。新聞を読んだり読書を

したりして様々な世界に触れ、視野を広げる取組が大切です。 

▼「普段、授業時間以外に１時間以上勉強をしている」「学校が休みの日に、２

時間以上勉強をしている」と回答した児童生徒の割合が、全国と比較して同

程度か、やや低くなっています。家庭との連携を密にし、家庭学習に取り組

む習慣の定着を図る必要があります。 


